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研究要旨 

【背景】肝炎医療コーディネーターの数は増えつつあり、全国各地で肝炎ウイルス検査後の

フォローアップや受診勧奨等の支援を地域や職域において中心となって進めている。ただ、

コーディネーター自身のモチベーション管理は各施設等に任されているのが現状である。 

【方法】「コーディネーター」のモチベーション向上について、筆者の医療機関経営支援の

経験や文献等の考察を基に検討する。 

【結果】モチベーションを維持するまたは高めるためのモチベーションマネジメントは

様々な手法があり、複合的アプローチからのマネジメントが必要である。特に、チームリー

ダーや管理職のマネジメント意識とスキルは極めて重要である。 

【結語】肝炎医療コーディネーターの量と質の充実はますます必要性が高まってくる。その

質に大きく影響するモチベーションマネジメントをより効果的に実施していくことで、肝

疾患トータルケアに資する人材育成がさらに加速していくものと考える。 

 

 

Ａ．研究目的 

肝炎医療コーディネーターは、肝炎ウイ

ルス検査後のフォローアップや受診勧奨等

の支援を地域や職域において中心となって

進める人材である。具体的には、市町村の保

健師、地域医療機関の看護師、職域の健康管

理担当者等が活躍している。コーディネー

ターとして、肝炎についての正しい知識の

普及啓発、ウイルス肝炎感染者への不当な

差別防止のとりくみ、肝炎ウイルス検査陽

性者への受診勧奨、患者サロン、患者会等の

紹介等、極めて多岐にわたる業務をこなし

ている。その高度かつ複雑な業務をこなす

ためには本人たちのモチベーションが重要

であることは間違いない。今回、モチベーシ

ョンマネジメントの視点に基づいて肝炎医

療コーディネーターのあり方について研究

する。 

 

Ｂ．研究方法 

肝炎医療コーディネーターや肝臓専門医

等へのヒアリング、筆者の医療機関経営支

援の経験、文献等の考察を中心に検討する。 

 

Ｃ．研究結果、Ⅾ．成果 

まず、モチベーションとインセンティブ

の言葉について明らかにする。両者とも“動

機”と解されることが多いが、若干の意味の

違いが存在すると言われる。まず、インセン

ティブ（incentive）は目標や意欲を高める

ための動機や報奨金を意味することが多く、

「外部から与えられる刺激」のニュアンス



が強い。一方、モチベーション（motivation）

は自分の内面から自発的に生じる意欲を指

す。特に、ビジネスではインセンティブを金

銭的な外部刺激として使用するシーンが多

いだろう。当研究では、下記の使い分けが適

当と考える。 

 インセンティブ：動機づけ（意欲）を起

こさせる要因・刺激のこと 

 モチベーション：動機づけ（意欲）その

もの 

よって、肝臓専門医やチームリーダー等

は肝炎医療コーディネーターやチームメン

バーのモチベーションを維持・向上させる

ためには、様々なインセンティブを用意す

ることが望まれる。モチベーションを惹起

させるインセンティブには大きく 5 つの種

類があると言われている。 

① 物質的インセンティブ （お金・金券・

モノ）：給与アップや賞与に代表される

ような、経済的欲求を満たす金銭やモ

ノを与えるインセンティブのことを指

す。金銭のみならず、図書カードや金券、

経済的価値がある商品等も含まれる。

有名なマズローの欲求 5 段解説の生理

的欲求と安全欲求を満たすものに当て

はまる。 

② 評価的インセンティブ（賞賛・承認・評

価・昇進）：組織の中での肝炎医療コー

ディネーターの頑張りに対する評価を

することを指す。「上司や病院、組織が

自分のことをきちんと承認、評価して

くれている」という思いを実感させる

ことで仕事への意欲を生み出す。日々

のリーダーやチームメンバーからの賞

賛や承認だけでなく、組織内での公的

な評価（昇進・昇格）で地位的な評価も

併せて重要となる。 

③ 人的インセンティブ（職場の人間関

係）：チームや部署内の上長や同期、先

輩、後輩等の人間性やその関係によっ

てモチベーションを維持・向上される

ことを指す。例えば、「あの医師がいる

から頑張れる」「あの先輩と一緒に仕事

したい」「このチームが居心地よい」と

いった感情が当てはまる。マズローの

「所属と愛の欲求」に該当すると考え

られる。仕事を一緒にする仲間の人間

関係は極めて重要であり、特に、チーム

医療を推進する医療機関ではチーム内

の人間関係を快適に維持しておくこと

は、情報共有の向上や医療安全の向上

の声掛けにつながり、チームが提供す

る医療の質の視点からも大切である。 

④ 理念的インセンティブ （組織理念・ビ

ジョン）：病院や企業、経営者やリーダ

ーが掲げる理念やビジョン、価値観に

共感・共鳴し、職員が頑張ろうと思うこ

とを指す。職員が持つ社会的使命感や

地域医療への貢献欲が組織理念とシン

クロすると職員はやる気を高めること

ができるだろう。一方、立派な理念やチ

ームビジョンを掲げていても、リーダ

ーが言っていることと行っていること

に乖離があると、それを目にした職員

はモチベーションを下げ始めていく。

リーダーの理念やビジョンへのアクシ

ョンの率先垂範は極めて重要である。 

⑤ 自己実現的インセンティブ（希望・夢・

キャリア）：仕事を通じて自身の夢やキ

ャリア上での達成したいことが満たさ

れることを指す。そのためには、職員に

大きな権限を与えたり、望んでいる業

務を任せたりすることも有効である。

医療職は専門医取得や肝炎医療コーデ

ィネーター等の資格獲得に向けて頑張

る人が多いため、それを達成するため

に職場環境を整備することも忘れては

ならない。マズローが言う、人間の最上

級の欲求である「自己実現欲求」を満た

すことにつながっていく。 



5つの中で、物質的インセンティブの給与

アップや賞与付与等は組織内の人事考課等

のプロセスを踏む必要があるため、部門長

やリーダーだけの単独の判断ではなかなか

難しいだろう。同時に、金銭的報酬は一旦与

えると、それが無くなった場合は急にモチ

ベーションが下がるものであり、与えるこ

とには慎重を期する必要性も考慮しておき

たい。よって、まず他の４つのインセンティ

ブから攻めていくのがモチベーションマネ

ジメントの定石と言える。特に、②評価的イ

ンセンティブと③人的インセンティブは肝

臓専門医やリーダーの心掛け次第で、無料

かつスピーディに今日すぐにでもスタート

できるため早急に検討すべきだろう。 

また、慶應義塾大学前野隆司教授が提唱

する「幸福学」の研究からは、医療・福祉分

野では、「他者貢献」「自己成長」に幸せを感

じているものの、「自己裁量」「他者承認」に

は幸せを感じていない、とされており、肝炎

医療コーディネーターの「自己裁量」「他者

承認」をより重点的に高めていくこともモ

チベーション向上には効果的であろう。 

 

Ｅ．結論 

肝炎医療コーディネーターの数は年々増

えており、それぞれの地域や医療機関で活

躍する肝炎医療コーディネーターのモチベ

ーション向上がその提供する質に影響する

と考えられる。よって、肝炎医療コーディネ

ーターとともに協業する肝臓専門医を始め

医療機関の管理職やチームリーダーは、モ

チベーションマネジメントを有効活用すべ

きと考えられる。肝疾患の撲滅のためには、

肝疾患診療に関わる現場医療職のみならず

生活との橋渡しや患者啓発を実施する肝炎

医療コーディネーターのますますの活躍が

必要とされ、そのための当事者のモチベー

ションを高めることは重要課題としてさら

に認識されていくべきであろう。 
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